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企画趣旨 
 
 
社会調査の成果を社会に還元するために 
――調査実践をとりまく磁場と調査者の役割を再考する―― 
 
 
住民運動のように、明らかに、社会の底辺で自立し、他者に働きかけるべく踏みだそう
とする人々にとって、社会調査とは一体何なのか。あるいは、こうした社会調査の集積に
よって整理された社会科学の知識体系の専門性とは一体何なのか。私達はこれらの問いを、
専門研究者
、
としての役割活動の場面（調査者―被調査者関係）で、一気に集中砲火を浴び
るのである。 
（似田貝香門，1974，「社会調査の曲り角――住民運動調査後の覚書」『UP』24:3） 
 
現在の大学では、専門的研究者が自身の研究において実施する調査、「社会調査実習」のよう
な教育の一環として実施される調査、あるいは行政をはじめとする外部機関からの委託によっ
て実施される調査など、さまざまな文脈のもとで多種多様な社会調査が行なわれている。他方
で、人文・社会科学系を含む文系の学問の存在意義に対する疑義が強まるなか、こうした調査
結果の社会還元のあり方もまた、あらためて鋭く問われつつある。 
いうまでもなく、いかにして社会調査の成果を調査協力者や広く社会に還元するかは、社会
調査に携わる者にとっては、もとより自問自答を避けられない問いであった。だが、専門的研
究者や大学をとりまく環境、あるいは学知そのもののあり方が問い直される現在、こうした問
いにいかに向き合うかは、あらためて再考される必要がある。社会調査という実践は、現在、
いかなる磁場や文脈のもとにおかれているのか。そして、調査者が現在果たすべき役割とはな
にか。 
社会調査を学生に教え社会調査を通して学生を教育すること、調査者として調査協力者と関
係をとり結び調査の成果を現場に還元すること、社会調査が行なわれるマクロな文脈やそこに
作用する力学を再帰的に問うこと、社会調査を通して学術的成果を追及すること。実際の調査
現場では、これらの間に予定調和はない。ともすれば特定の外的要請に応えて「期待された結
果」を導く調査のみを「役に立つ」ものと見做す短絡がまかり通るなかで、ときに矛盾するさ
まざまな要請の間にたつ調査者は、それらの間でいかに折り合いをつけ、あるいは妥協を迫ら
れるのか。 
本ワークショップでは、地域住民、民間事業者、行政、学生、大学など、社会を調べること
にかかわる多様なステークホルダーの間にたって、複数の要請に対峙しつつ継続的に調査を実
施してきた気鋭の研究者を招聘し、それぞれの調査経験と暗黙知を出発点として、調査実践と
調査者のあり方をめぐる旧くて新しい問いに挑む。  
